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はじめに 

 

 東京都は、これまでディーゼル車規制や工場等の固定発生源対策等の様々な大気汚

染対策に取り組んできた。その結果、都内の大気環境は大幅に改善された。しかし、

微小粒子状物質（PM2.5）や光化学オキシダントの環境基準は未達成であり、大気環境

の残された課題となっている。そこで、東京都は、世界の大都市で最も水準の高い良

好な大気環境を実現することを目指し、「都民ファーストでつくる『新しい東京』～

2020 年に向けた実行プラン～」（2016 年 12 月）及び東京都環境基本計画（2016 年３

月）において、PM2.5及び光化学オキシダントに関する政策目標を掲げている。 

 東京都は、これらの政策目標の達成に向け、PM2.5 等の新たな科学的知見・データ

の蓄積を踏まえ、PM2.5 及び光化学オキシダントの効果的な対策を推進するため、「大

気中微小粒子状物質検討会」を開催し、2017 年度から 2018 年度までの 2 か年で実態

把握、解析、今後の対策のあり方等について検討を行った。 

 本報告書は、計６回開催した検討会における検討結果を取りまとめたものである。

詳細な調査結果は、別冊「大気中微小粒子状物質検討会報告書 資料編」にまとめた

ので、そちらを参照されたい。 

 

【大気中微小粒子状物質検討会のこれまでの検討経過】 

 

 開催回  開催日 主な検討内容 

平成 29 年度第 1 回 平成 29 年 7 月 26 日 調査計画の検討 

平成 29 年度第 2 回 平成 29 年 11 月 20 日 平成 29 年度調査の経過報告 

平成 29 年度第 3 回 平成 30 年 2 月 6 日 平成 29 年度調査の経過報告 

中間まとめ 対策の方向性の検討 

平成 30 年度第 1 回 平成 30 年 6 月 29 日 中間まとめ（案）検討 

平成 30 年度調査計画の検討 

平成 30 年度第 2 回 平成 30 年 12 月 17 日 平成 30 年度調査の経過報告 

平成 30 年度第 3 回 平成 31 年 3 月 22 日 最終報告書（案）検討 

 

  



 

 

 

【調査・検討の流れ】 

 

 

 

 

【東京都の政策目標】 

 

政策目標 目標年次 目標値 

光化学スモッグ注意報※１の

発令日数 

2020 年度 ゼロ 

光化学オキシダント濃度 2030 年度 全ての測定局で 0.07 ppm 以下（８時間値）※２ 

PM2.5の環境基準※３ 2020 年度 長期基準の達成 

2024 年度 達成 

※１ 大気汚染防止法に基づき光化学オキシダント濃度の１時間値が 0.12 ppm 以上になり、気象条
件からみてその状態が継続すると認められる場合に都道府県知事等が発令する。 

※２ 年間４番目に高い日最高８時間値の３年平均。なお、0.07 ppm は、0.070 ppm として目標達成
状況を評価する。 

※３ １年平均値が 15 µg/m
3
 以下（長期基準）であり、かつ、１日平均値が 35 µg/m

3
 以下（短期

基準） 

 

 

  

大気環境中データ解析 

シミュレーション解析 

発生源寄与解析 実態把握 

原因物質削減による低減効果分析 

対策効果と費用の考察 

対策の方向性の検討 

効果検証 

排出インベントリ整理 

将来濃度推計 
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